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2026 年度愛知県立大学講演会 

避難所における多言語コミュニケーション： 

外国人住民とともに取り組む安心できる場所づくり 

開催のお知らせ 

愛知県立大学は、地域社会への貢献や生涯学習に向けた取り組みの一つとして、以下のとおり、講演会を開
催いたします。是非、貴社にてお取り上げいただきますとともに、ご取材いただきますようお願い申し上げます。 

  
【題 目】   避難所における多言語コミュニケーション：外国人住民とともに取り組む安心できる場所づくり 

 

【概 要】   国籍や言語、性別、年齢、障害や病気の有無などに関係なく、「私たち」すべての住民が、避難 

設営や運営などを含む、避難所でのコミュニケーションのあり方について考える機会とします。 

本ラウンドテーブルでは、日本語・スペイン語・日本手話による通訳を介し、多様な参加者が互い

の経験や視点を共有しながら、安心できる地域づくりについて考える場とします。 

 
【基調講演】 「災害・危機対応における多言語コミュニケーションと通訳：養成と実践における課題」 

ルシア・ルイス・ロセンド 氏 
（愛知県立大学外国語学部 客員共同研究員/ジュネーブ大学通訳翻訳学部准教授） 

 
【パネリスト】 田渡 優 氏（愛知県多文化共生推進室） 

浅野 順子 氏（公益財団法人名古屋国際センター） 
         平松 靖一郎 氏（愛知県手話通訳士協会/豊橋手話ネットワーク） 
         徳森 エリカ 氏（多文化防災ネットワーク愛知・名古屋） 
         マリア・アラウコ 氏（三重県四日市市外国人防災リーダーズ） 
         大城 ロクサナ 氏（一般社団法人ひょうごラテンコミュニティ） 
         東 弘子（愛知県立大学外国語学部教授）/池田 寿美子・矢野 和幸（愛知県立大学大学院生）  
 
【日 時】    2026 年 10 月 18 日 (日) 13 時 00 分から 17 時 00 分まで 

 

【会 場】    愛知県立大学長久手キャンパス  

学術文化交流センター（K 棟）2 階小ホール・B1 階多目的ホール 

東部丘陵線(リニモ)「愛・地球博記念公園」駅下車徒歩５分 
 

【定 員】    先着80名 

 

【参加申込】  10月15日(木)までに、詳細・お申込みは下記URLから 

         https://www.aichi-pu.ac.jp/community-interpreting-studies/news/001139.html  

PEATIXのサイトからお申込みください。 

 
【参 加 費】  無料 
 
【取材申込】  研究支援･地域連携課までご連絡ください。(メール：renkei@bur.aichi-pu.ac.jp) 
 
【共 催】     愛知県立大学大学院国際文化研究科コミュニティ通訳学コース／地域連携センター 
 
【後 援】   愛知県、公益財団法人名古屋国際センター 
        

2026 年 10 月 13 日（火） 

愛知県公立大学法人 愛知県立大学 

担当 学術情報部 研究支援・地域連携課 

 尾澤･森田･向 

電話 0561－76－8843 

E-mail：renkei@bur.aichi-pu.ac.jp 

https://www.aichi-pu.ac.jp/community-interpreting-studies/news/001139.html
mailto:renkei@bur.aichi-pu.ac.jp
mailto:renkei@bur.aichi-pu.ac.jp


国籍や言語、 性別、 年齢、 障害や病気の有無などに関係なく 、
「 私たち」 すべての住民が、 避難所設営や運営などを含む、

避難所での多言語コ ミ ュ ニケーショ ンのあり 方について考えます。

基調講演
「 災害・ 危機対応における 多言語コ ミ ュ ニケーショ ン と 通訳：

養成と 実践における 課題」

ルシア・ ルイ ス・ ロ セン ド  氏
（ ジュ ネーブ大学）

ラウンドテーブル

共催： 愛知県立大学大学院国際文化研究科コミュニティ通訳学コース／地域連携センター
助成：        文部科学省人文・社会科学ネットワーク型大学院構築事業
実行委員： 東弘子、糸魚川美樹、グエン・タン・タム、小池康弘、髙阪香津美、吉田理加
後援： 愛知県、公益財団法人名古屋国際センター 

避難所における多言語コミュニケーション：
外国人住民とともに取り組む安心できる場所づくり

事前参加申し込み要
PEATI X から
お申し込みください。

定員： 先着80人

2026年

10/18(日)
13:00〜17:00

講師紹介
ジュ ネーブ大学翻訳通訳学部准教授、 通訳学科長。
2026年7月よ り 翻訳通訳学部副学部長。 専門は紛争地域
における 通訳、 緊急時における通訳および武力紛争に焦
点をあてた通訳史研究。 スペイ ン出身、 2026年度愛知
県立大学客員共同研究員。

対象  外国人住民、 自治体職員の方、 通訳者、
日本語教師な ど 非日本語話者と 接点があ
り 、 避難所で の多言語によ る コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン に関心のある 方

参加費  無料

愛知県立大学長久手キャ ンパス

K棟2階 小ホール・ B１ 多目的ホール

〈 アク セス〉

東部丘陵線(リ ニモ )「 愛・ 地球博記念公園」

駅下車徒歩 5  分

言語：
日本語・ スペイ ン語・ 日本手話
（ 同時通訳付き ）

【 お問い合わせ】

愛知県立大学学務課 TEL: 0 5 6 1 - 7 6 - 8 8 2 4  
Email: community- renkei@bur.aichi-

pu.ac. jp

会場  

mailto:community-renkei@bur.aichi-


司会 吉田理加（ 愛知県立大学外 国語学部准教授 ）

13 :00-
 開会のあいさ つ  糸魚川美樹（ 愛知県立大学副学長）

第１ 部 基調講演と パネ リ ス ト 発表 1 3 :1 0 - 1 5 :1 0  
基調講演   1 3 :1 0 - 1 3 :2 5
「 災害・ 危機対応に お け る 多言語コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン と 通訳 ：
  養成と 実践にお け る 課題」 ルシ ア ・ ルイ ス ・ ロ セ ン ド  氏

（ 愛知県立大学客員共同研究員／ジ ュ ネ ーブ 大学通訳翻訳学部准教授）

第２ 部 1 5 :2 0 - 1 6 : 3 0
グ ループ ・ ディ ス カ ッ シ ョ ン

16:55
閉会のあいさ つ 髙阪 香津美（ 愛知県立大学外国語学部教授）

•「 やさ し い日本語： 安心でき る避難所運営のために必要なこ と 」

東 弘子（ 愛知県立大学外国語学部教授）

•「 愛知県の多文化防災の取り 組み」

田渡 優 氏（ 愛知県 県民文化局 社会活動推進課 多文化共生推進室 主査）

•「 名古屋国際センタ ーにおける多文化防災啓発活動

― 外国人住民と 日本人住民が支え合う 地域づく り に向けて  ― 」

浅野 順子氏（ 公益財団法人名古屋国際センタ ー事業課 多文化共生担当主査）

•「 聞こ えないこ と への気づき を促し 、 ろ う 者と のコ ミ ュ ニケーショ ン力を 育む活動：

 豊橋での取り 組み」 平松 靖一郎 氏（ 愛知県手話通訳士協会/ 豊橋手話ネッ ト ワーク 副代表 ）

•「 私たちも 支援の担い手に」

徳森 エリ カ  氏（ 多文化防災ネッ ト ワーク 愛知・ 名古屋 副代表）

•「 外国人当事者の視点から 考える多文化防災― 外国人防災リ ーダーズがつなぐ 地域共

 生 ―」 マリ ア・ アラ ウコ  氏（ 三重県四日市市外国人防災リ ーダーズ代表）

•「 避難所における外国人の私の経験」

大城 ロ ク サナ 氏（ 一般社団法人ひょ う ごラ テンコ ミ ュ ニティ 代表）

•「 多文化共生ⅹ防災ⅹ人材育成  ―世界に誇る防災モデルを 愛知から ― 」

池田 寿美子・ 矢野 和幸（ 愛知県立大学大学院生）

ラ ウン ド テーブ ル パネリ スト

第３ 部 1 6 :3 0 - 1 6 :5 5
ま と め

プログラ ム


